
      .     電氣分銅電解液清浄剤としての活性炭素

       電 氣 分 銅 電 解 溶 液 清 浄 剤

           と して の 活 性 炭 素

           所員 工學 士 渡 邊 俊 雄

              工學士 小 川 健 一

           (第二回牝學研究所溝演會研究報告要旨)

    (1)緒    言

 炭素が種 々の物質を吸牧吸着するこSは 古 くより能 く知 られて居る事實に して、現

今炭素が各種化學工業方面に實際的に使用 されて居 るもの ・うち、上記の性質が巧妙

に利用されてゐる揚合が相當多 いのであるし

 例へば炭素の癒用は砂糖等の脱色ベ ンゼン等の回牧、油脂の精製又は有害瓦斯等の

吸牧劃 εして用ひ られ る如 く、廣い範園に渉つ てゐるけれ♂ も、冶 金方面には炭素の

此の吸牧、吸着性の利用されて居る揚合は鯨 り多 く見 出 し得ないQ
                              〔1)

 然 し青化液中の金銀回牧に亜鉛の代は りに木炭を以て試み られたる如き明かに其の

吸着性を利 用 しナこる ものに して、木炭の代は りに或 る特殊な活性炭素を以て行つた研
              (2)

究は「マツキー」及「ホー トン」雨氏によつて登表 されてゐるQ其 の結果によれば雨氏の

使用 した る活性炭素が亜鉛の代用 εして充分使用出來 るこεを確めてゐる。

 京都帝國大學冶金實験室にて電氣分銅に於ける電解液より砒素を除 くため種々の方

法が渡邊研究室小島r學 士によつて研究せられ、其 内除却劃の一Sし て最後に炭素に

關する實験 に着手 して居つたが小島工學士は其途中他に鯨職 され るこεになつた。

 之を受けつぎ著者等は炭素特に活性炭素の吸牧、吸著性を利用するこミにより電氣

分銅電解溶液中に存在 して有害なる不純物除却の可能 なるか否かを確めん こSを 目的

ε して本實験をな したのである。

    (II)實 験 の 詳 細

 先づ溶液中の砒素〔AS"'〕が骨炭、血炭等により吸着 される状況を しらべ其の除却傘

 が硫酸及硫酸銅の 存在のためにうける影響を しらべた。而 して尚骨炭につ き二三附

活慮理を行つナこ。
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          電気分銅電解液清浮剤εしての活性炭素     ・

               (3)
 其の方法は一般の吸著實験の揚合の如 く、一定量の炭素を溶液中に投入撹搾 し其投
                (4)

入前後に於ける溶液の濃度憂化を求めて其の吸着量を決定 したのである。

用ひた る炭素は

   (a)骨 炭   merk製 品

   (b)血  炭     〃 〃

   (c)木  炭   市 販 松 炭

   (d) レトル ト、カー ボン

である。

 爾便宜のfめ 次の五つの符號を使用すろQ

   1.吸 着除却慮理前の溶液中の濃度。  K  gr/lOOc.c.

   2. 〃  〃 後の溶液中の濃度。  C    〃

   3.吸 著 除 却 さ れ1ヒ る 量Q X gr-fromlOOc.c.

   4.除 却 百 分 率。A%

   5.其 の揚合使用 しナこる炭 素 の量。  M  gr/lOOc.c.

  (1)時 間 の 影 響 。

 吸着の速度帥ちAS203を 含有する溶液中に炭素を投入 蝿搾するに、或時間以一ヒは

幾程概搾時間を長 くして も除却率の増加 しない時間の最短を見出さんε しtこQ帥 ち第

一表第一圖に示 した如 く事實.ヒ恰 ♂十分以内に或 る一定値の吸著を示す こSを 見出 し

t。 依 て下の實験 に於ては麗搾時間を全部三十分 εし爾温度は90C～13coの 間にて行

つ ナこ。

             第   一   表

   (1)K霜1.445grflOOc.c. AS203 (2)吸 着捌:骨 炭m・=2.OOOgr/lOOc.c.

   (3)温 度 100C

  番 洲 麟 時 剛 ・触 騨'IX兜 騨'lA%

    1[1・ 分1・ ・9881・ ・457131・61

    ・1・ ・1・ ・9881・ ・457131.61

    ・1・ ・1・9851…6・}・ …

    ・i12・L・g76-1・ ・469-一一1--32…    

・118・1・973 …72}・2…
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           電氣分銅電解液清浮醐εしての活性炭棄

            第     一      圖

     

     
     

  (2)水 溶液中の砒素除却率ε濃度の關係

 種々の濃度のAS203の 溶液一定量中に骨炭一定量を投入擁拝する際得る除却率は、

濃度ε共に次表及び第二圖の如 く憂 化しナこQ

 此の揚合のlogx S IogCの 函数は第三圖に示すごSく 明かに 直線 εなるこSを 認

める。

             第   二   表

     (1) 骨炭m=2.()OOgr, lOOc.c.  (2)縄 搾時30分 言品度100C     
(3)濃 度を攣数εする    (符號は前頁次参照)

  番 號K・ ・竺L…1・ ・・・…IX・ ・!・・…2ヨ_A%

    1  0.313 _一 、02Q4 LO.04g I-15.ヱ 

ー 2  0.527」 ・.428  ・.09g ll8.8 

- 3  α鐙glα66憂 二_62a.2237tr-126.3「-

    4         1.047        0,747         0.300    1    28.62

    5         1.445        0,988        0.457        31.61

    春一 一 1.74デ}1-「 コ6。 … 6J6g,「 廊 「m

    ・ 一 曾Ll-一遡 一一斗一姻}L遡    1

二1:ll計 一:1器一 「}:黙 ll;1籠 一
    1・ 一 『 忌.328「 -1.988「 一一i轟4・一一14・.25
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          電氣分銅電解液清浮剤ミこての活性炭素

            第     二     圖

 骨炭の除却率S血 炭木炭及び「レトル ト、カーボ ン」による其れを比較するε第二圖

及び第三表の比較表に示す如 く骨炭、血炭は非常に有力なる除却劃1こりうるに反 し、

木炭は其の力微弱「レトル ト、カーボ ン」に至つては唯除却 力の存在するのを認めうる

のみに過ぎぬ。

             第   三   表

     (1) 各炭素m=2.000gr/100cc.  (2) 蝿搾30分100c.

  翻 炭 素 ・ 種 類}K帥 ・・}・gr/…X gr・…}・%

   ■ 骨  炭 レ 柵}1・299}・ ・6941・4・32

  ・1血  炭D・99311・3361・65・1・2・99

  ・1木  炭 レ ・993巨942}・ ・51}・ ・58  

・ レ ・・IL・・1・・,・一嘉}3…83・239}・ ・83}2・68

  (3)除 却劃ε量S除 却率の關係Q
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           電氣分銅電瞬液清浮剤Sしての活性炭素

            第     三     圖

     

     

     

砒素の濃度を一定に しナこる溶液より種 々の量の除却劃帥ち骨炭を以て砒素を除却 す

るミきは、用ふる炭素量ε共 に除却率は或函藪的關係の もεに増加 してゆ くこSを 認

めるQ郎 ち第四表第五表及び第四囲に示 しナこ如 くなるQ

             第   四   表

          (1) 濃度K皿1.445gr〆100c.c. AS203

          (2)蝿 搾時間三十分温度10.℃

  番 劇M帥Q・1・9・1…IX朗 ・… %

    11 1・318i1・ ・94 i・3511・4・28

    ・}2・ …i・ ・9881…57131・61

    ・. 4・1831・ ・7911・6541・5…    

・16・547i・ ・6331・ ・8121・6…
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         電氣分銅電解液清浄鰯ε乙ての活性炭棄

          第      四      圖

           第   五   表

     (1)濃 度K・=o.527gr/loo AS203  (2) 同

番 號!M gr/…1・9・!…tx蜘lAD/a

  1         1.3916        0.456        0.071    t    13.46     
1      :     _..一_________1_.一 一.一  __

・ 巨 ・…}…28}…99}18…
一

・ 巨92・81・ ・324 1・ …41・8…

・i3・ ・1981・388{・ ・139・}・6・45
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           電氣分銅電解液浩浄剤εしての活性炭素

  (4)硫 酸 の 影 響

 骨炭 による砒素除却が硫酸により如何なる影響 を うけるかを見 るナこめ,砒 素 含有量

一定の溶液に硫酸含有量を連績的に愛ぜ しめ、其の除却率の愛化を求めて見 るミ次の

第六表第七表第五圖の如き結果を得た。硫酸の存在するために除却率は急激に減少す

るこεを認めるが、或量以上の硫酸が存在するε除却率は再び増加する傾向がある。

             第   六   表

  (1)濃 度K・ ・1.747gr!100 AS203  (2)除 却剤 骨炭2.000 grflOOc.c.

  番 號 陣 ・・!群/…{・9X,:含 ピX慰 鍔1・%

    li ・ 旨 ・16・;・5871・3・ ・

    ・!4・81i 1・…1…5い ・・

    3,・6111・ ・59}・488i・8・ ・
                                        

    4  1軌20【1・238t・ ・5・9  29・15

    5-1-・ 画11…7i6・ ・16"「 一一・・.・一"-

    6138.・ ・li・15引 ・596[・4・13

             第   七   表       ・

      (1)濃 度K=O.899grflOO AS203  (2)同  上

  番 號1恥 ・α 即!…1・ 蟹 副X驚IA%
       l          l          I           l

    l } O iO・662 10・237 1 26・1 5
      '一一 一   一丁 『    † 一 一一t『一'L-一一「

    2-L一 話 性 一一L2・693-一_』 ・2061 22・93

    3--L・ ・1"L色 ・961-tt-・llg動 一i型 一    

・ 「19… 一 … 明 ・19・・ 121・14

    ガ1・8・8・1・ …51・194}-21・35

    ・1・8…1・)… ㌧ ・196121…

    ・1・8・ ・5!・ ・… 1・ ・199 22・15-
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           電氣分銅電解液清浄齊歴 乙ての活性炭素

            第      五      圖

     

     
     

     

     

     

     

  (5)硫 酸の骨炭による吸着、及び硫酸を以て酸性に しナこる揚合の

    硫酸銅の骨炭 による吸著。

 硫酸 自身が骨炭により如何に吸著 され るかを調べて見ナこが第八表第六圖の如 き事實

を認めた。帥ち硫酸の濃度大なる揚合は、割合少し・か吸着 されぬ。又硫酸銅 自身 も

硫酸の存在する揚合には骨炭により殆 さ吸著 されぬこεを知つた(第 九表第六圖)。依

                ( 86 1



           電氣分銅電解液清浄齊腫 しての活性炭素

て この事實は骨炭等を用ひて本題の操作をなすに當 り硫酸の損失僅少、硫酸銅の損失

最少なる條件に適合するこSを 示 してゐるものである。

             第   八   表

             (1)骨 炭2.ooo grllooc.c.

  番 號i H2・α 鰐;麟 後 畿1囎 量X・・H2・・4・ 為

    1}5・ ・8i4・ …1 L・ ・2613・17

    ・t1・ … 19・95{・ ・26 i 2・51

    ・}・ ・721…38}・3411・62

             第   九   表

            (1) 骨炭 2.000gr/100c。c.

  番 蜘H2… ・・,'…駄 諜、訓 牝 謬/、誰1・ 論

    11 - 3.8841 ・…9i・1・ ・63

    ・ コ 埋Lヱ L」 堕_L坐    
・L
-一唖1∵ 」一一一縄 」 一_一二_

       I r--       l          l          l

    4 1 10・21  v ; 3・886 [ 一

    ・i・ ・.78:t't1 ・.s8・1 -

    6 31.00}・1 - 一

            第     六     圖

              10       20    gr/100 cc。
                               II2SO4
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          電氣分銅電解液清浄痢ごむての活性炭素

  (6)硫 酸銅の砒素除却に及す影響Q(A)

 砒素の濃度一定に して硫酸銅濃度を順次攣化 して其の除却率の如何 に攣化するかを

見たが、次の第十表の如 く大艦硫酸銅ミ共に除却率が少 しく増加する。

  (7)硫 酸及硫酸銅が共に存在する揚合G

 砒素の濃度及硫酸の濃度を一定にして硫酸銅の濃度を順次愛化 し砒素除却率を求め

た所、硫酸の存在する揚 含に も硫酸銅の埆加は(6)の 揚合 ε同様に漸次砒素除却率を

増加するこSを 認めナこQ

            第   十   表

    (1)AS203濃 度K=1.595 gr/100  (2)骨 炭m= 2.000 gr1100

  番 號 咤 轟 譜幌 謂 、劃 ・驚IX鷺IA。 総

   lL・-L⊥ 上 …1㎜ 一L-・ ・516L・2…

   ・i・,669t・ ・67・1 1・・4s ・・55・1・4・45

   ・i1・457t1・461,1…ll ・・S94}・7…

   ・ い875ら ゑラ「 一}一一'II6ff'一 一' 1・ ・584一 一36.・・

            第  十  一  表

      (1)AS203濃 度K=0.996 grlIoo;H2SO49.187 gr/loo

  番 號 辱。欝 、評 璽。罷 護As2・ ・C・9・f・一 甲 ・X幽 …1・ ・・…A%

   li ・・3351 ・・333 ・7811 ・・215 21・5

   ・il・342旨 細1・7621・ ・23・1・3・ ・

  "-1-12・ ・12巨 ・2・}・ ・7521 ・・2441…4

   ・1・ ・37・ 巨3681・7521α244 2…

            第  十  二  表

      (1)H2SO4濃 度18.37 gr!100;AS203濃 度0.778 gr/100

  番 號 嘩 。諾 、譜 隠 諾 、調 鞠 ・gr…1題X群/…IA・L… ・…%

   11 ・1 ・1 ・・652 ・・126116・ ・

   ・i, ・・671 1・672i・ ・614…164121・ ・

   ・13.353匝35・;・584巨1951・5・ ・
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           電氣分銅電解液清浄剤εこての活性炭素

  (8)硫 酸及び硫酸銅が共に存在する揚合。(B)

 特に附活露理を施 したる骨炭による砒素除却り

 骨炭に或 る附活虎理を施 しナこる活姓炭素を以て硫酸及び硫酸銅の相當量存在する揚

合の砒素除却 をなす。

 此の揚合の附活虚理は下の如 しg

 炭素骨炭

  1.炭 酸曹達:骨 炭::1:2

  2.850℃ にて一時間李加熟し

  3,水 にて洗浄.

 此の揚合の砒素除却率は第十三表及び第七圖の如 く前の附活慮理を施 さ"る 揚合よ

り藪等有力なるこ三を認めナこし

             第  十  三  表 、

          (1) H2SO4 19.11 gr〆100

          (2) CuSO., 14.17 gr/100 (3.599 grllOOc.c. asCu)

          (3)  AS203  1.236 gr!1{〕0

  番 號IM朗 …c・c・騰 諜 護1・ 鴫 副X礁 劉 ・ 。凱

   1-・ ・571 ・.59.9 ・.・・7 ・3ggl・2…25

   ・i ・…3) 3.…1・ ・64・ 「 ・・5961・8…

t...3⊥ 墨 _ヒ 遡 …L哩1一 翌77-1・2…   
・1 ・・449い59g… ・・2 i ・・89・4旨 ・2…

   ・}・ ・75臣53・i ・.・66巨17・1 ・・…

  (9)附 活 塵 理

 骨炭ピ且炭等に藥品添加加熱の方法により其れ等の活性度を高むる所謂附活魔理を行

つた。其の結果は次表に示 した如 く骨炭、血炭等は30%前 後の砒素を除却 した るもの

が附活慮理を行ふ こごにより、同一條 件の もSで50、6前 後迄砒素を除却 しうる様にな

つたこεを認めた。木炭等では2.5ク5繭 後の砒素除却率を有せ しものが7.6%前 後に

迄に増加 しナこ。
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          電氣分銅電解液浩浄齊腫 しての活性炭素

           第     七     圖

     

     

          

     

此の方法で炭素活性度を増加叉は附與す るには、其の添加藥品の種類により、加熱温

度の高きを良 しミす るものε低 きを可εするものε二種類あるこεを認めた。第八圖

は其の加熱温度を横軸に除却率を縦軸にSり て得たる曲線に して、之れに依れば炭酸

曹達の如き ものにて附活腿理を行ふには8500C前 後が最 も能傘よき1こ反 し、盛化カル

チウムの如きものにてなす揚合には遙に低温の5000C近 傍 にて加熟す る方が大なる活

性度を有する炭素が得 らる 、こミがわか ろ。

 此の曲線の示す事實は叉 よく活性炭素の理論によつて論明する事が出來る。

         第 十 四 表 附 活虜 理。 骨 炭

           (1)骨 炭m== 2.000grflOOc.c.

        り                 除  却  牽

   附 活 虜 理 蝋 激 凝 前 陣 理 後

  炭 酸 髄 ・鰍1・2,…q1・ 釧1鰯 ・・/…As2・・134概i…IS・/・

  重 炭囎 齢 炭1・2,・ …,1・/2h・1 〃 i〃i…17%

  劃 蛸 淑 ・盛 酸 ・ テ 凝i2・ ・31 i〃i・8・71%

  盛 化 加 里 骨 炭1・2・ … 一・・1・…12・ ・141〃 い ・・5%

  靴 ・ル シ ウ ・ 〃t!t/1〃 i〃1・2…/6

                (gO)



  o

        電氣分銅電解液清浄剤こしての活性炭素

          第  十 五  表

骨 炭 炭 酸 龍 炭 素1・2,・7・oi・,IY・hr.11.9. 80gr/…As203 1・4.32%41.…/・

                      

血 劇 同 上1〃t副38…

木 劇  〃  ・ 痢 鯉

㌦聡: ・ 1・1・i・

         第    八    圖

             (91 }



           電氣分銅電解液浩浮剤ミしての活坦炭素

  (IG) ア ンチモ ン、蒼 鉛等に就 てQ

 sbc13, Bicl3, As205,及 び 酒石酸の形のsbに つ き骨 炭 に よる 吸著 を し らべた けれ

曹 も、系統的な結果は未だ此腿に報告 し得ないこSをi遺憾 ミするQ

 然 し此の四箇の揚合に於ては、何れ もよく骨炭により吸着 され る事實を認めたQ(第

九圖参照)

            第     九     圖

     

     
     

     

    (III)結    論

 此れ等の實験を縮合するε

  (a)砒 素が骨炭、血炭等により能 く吸着 されるこε。

  (b)硫 酸の存在により大龍除却率は滅少する傾向あれさ も砒素濃度大なるSき

     は又増加する事。

   (c)硫 酸銅は硫酸の存在の有無に關はらす大艦砒素除却率を壇 す傾 向 あ る こ

     ミo

  (d)硫 酸銅は硫酸を以 て酸性に しナこる場合には骨炭等により吸着 されざる事。

   (e)硫 酸は骨炭等により吸着 さる5量 僅少なるの事實Q

   (f)術 加之にSb等 が能 く骨炭等により吸著 さる・こεQ

 而 して炭素に吸著 されナこる砒素等は容易に分離 し再度使用 し得 るが故に、活性炭素

                 ( 92 )



           電氣分銅電解液清浄剤ミ しての活性炭素

は電 氣分銅電解 溶液 の良好 な る清浮創 ε して使 用 し得 るもので あ るQ

 而 して附活虚 理の 内、藥 品添加加、熱 の方法 に於ては 、其 の用 ふ る藥 品の種類及 び

適 當な る加熱 温度 を撰 揮 するな らば非 常に有力 な る活性炭素 を求 め うる こεを確 め得

た 。

 爾 終 りに臨 み本實験 は渡邊教授 の御懇篤 なる御 指導 の もミ にi途行 された る もの に し

て此 塵 に記 して深 く感謝の意 を表 す。    (終)
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